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本
市
の
公
共
交
通
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
さ

が
増
し
て
き
て
お
り
、
将
来
的
な
維
持
継
続
に
向
け
た

取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域

と
協
働
し
て
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
井
原

市
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
、
今
後
５
年
間
で
市
内
の

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
と
し
、
そ

の
情
報
発
信
と
し
て
「
公
共
交
通
か
わ
ら
版
」
を
発
行

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
「
公
共
交
通
か
わ
ら
版
」
を
通
じ
て
、
よ
り
よ

い
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
号
で
は
、
創
刊
号
と
し
て
、
本
年
３
月
に
策
定
し

た
「
井
原
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
と
、
本

年
度
か
ら
３
年
間
に
わ
た
り
実
施
す
る
「
岡
山
大
学
と

の
交
通
ま
ち
づ
く
り
共
同
研
究
事
業
」
の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

       
「
井
原
市
地
域
公
共
交
通

総
合
連
携
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た 

 

井
原
市
公
共
交
通
会
議
で
は
、
公

共
交
通
の
方
向
性
や
今
後
取
り
組
む

べ
き
施
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、「
井

原
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。 

 

計
画
で
は
、
路
線
バ
ス
、
市
内
循

環
バ
ス
及
び
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
公
共
交
通
を
「
生
活
交
通
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
今
後
取
り
組
む

べ
き
事
業
や
そ
の
実
施
主
体
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。 

 

計
画
書
は
企
画
課
の
窓
口
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

            

岡
山
大
学
と
の
「
交
通
ま

ち
づ
く
り
共
同
研
究
事
業
」

を
実
施
し
ま
す 

 

井
原
市
公
共
交
通
会
議
で
は
、
平

成
25
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
期
間
と

し
て
、
岡
山
大
学
大
学
院
環
境
学
研

究
科
（
橋
本
成
仁
・
同
研
究
科
准
教

授
）
と
連
携
し
、
公
共
交
通
が
地
域

の
生
活
に
及
ぼ
す
効
果
の
調
査
・
研

究
と
、
施
策
の
評
価
指
標
の
作
成
や

住
民
満
足
度
の
評
価
・
分
析
を
行
う

共
同
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
利
用
者
の
増
減
だ

け
で
な
く
、
路
線
は
赤
字
で
も
地
域

が
活
性
化
し
た
、
あ
る
い
は
、
高
齢

者
の
外
出
機
会
が
増
え
福
祉
の
増
進

に
つ
な
が
っ
た
な
ど
、
公
共
交
通
が

果
た
す
生
活
全
般
へ
の
影
響
度
な
ど

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

「
公
共
交
通
か
わ
ら
版
」
の 

 

発
行
に
つ
い
て 

公
共
交
通
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
や 

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
届
け
し
ま
す 

計
画
の
概
要
に
つ
い
て
は

裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

みんなで守ろう 

公 共 交 通 ！
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公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す 

 

井
原
市
で
は
、
民
間
３
社
に
よ
る

路
線
バ
ス
を
は
じ
め
、
市
内
循
環
バ

ス
（
井
原
あ
い
あ
い
バ
ス
）
や
予
約

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
自
家
用
車
の
普
及
な
ど

に
よ
り
、
公
共
交
通
を
と
り
ま
く
現

状
は
厳
し
さ
を
増
し
、
市
の
財
政
負

担
の
拡
大
等
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。 

 

一
方
で
、
市
内
に
は
、
中
山
間
地

を
中
心
に
公
共
交
通
空
白
地
が
点
在

し
、
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
中
で
自

家
用
車
の
利
用
が
困
難
な
方
が
増
え

つ
つ
あ
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様
が
平

等
に
か
つ
容
易
に
移
動
で
き
る
公
共

交
通
体
系
の
構
築
は
市
政
に
と
っ
て

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
な
か
、
地
域
の
「
生
活

交
通
」
で
あ
る
公
共
交
通
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
全
体

で
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

多
く
の
市
民
の
方
が
将
来

の
移
動
に
不
安
を
感
じ
、

公
共
交
通
の
存
続
を
望
ま

れ
て
い
ま
す 

 
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
様
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
回
答
者
の
７
割

強
が
将
来
の
日
常
交
通
に
不
安
を
感

じ
て
お
り
、
多
く
の
市
民
の
方
が
、

将
来
の
移
動
手
段
に
対
し
て
不
安
を

抱
え
て
い
る
状
況
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
約
８
割
が
、「
公
共
交
通
の

存
続
の
た
め
に
、
市
の
補
助
額
を
維

持
あ
る
い
は
増
額
す
べ
き
」
と
回
答

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

公
共
交
通
を
地
域
全
体
で

守
り
、
育
て
、
未
来
に
残

し
て
い
き
ま
し
ょ
う 

 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
地
区

住
民
代
表
や
交
通
事
業
者
、
国
・
県
・

市
、
学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
「
井
原
市
公
共
交
通
会
議
」

に
お
い
て
、
公
共
交
通
の
方
向
性
や

今
後
取
り
組
む
べ
き
施
策
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し
、「
井
原
市
地
域
公
共
交

通
総
合
連
携
計
画
」
と
し
て
、
と
り

ま
と
め
ま
し
た
。 

 

計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

                   

 

計
画
の
基
本
方
針 

 

本
市
の
公
共
交
通
を
、
誰
も
が
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

「
生
活
交
通
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

暮
ら
し
に
身
近
で
、
わ
か
り
や
す
く

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
を
み
ん
な

で
守
り
、
育
て
、
未
来
に
残
す
こ
と

を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。 

 

計
画
の
期
間 

 

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
の
５
年
間
と
し
て
い
ま
す
。 

                     

計
画
の
目
標 

地
域
や
公
共
交
通
の
現
状
な
ど
を

踏
ま
え
、
次
の
４
つ
の
目
標
を
設
定

し
て
い
ま
す
。 

                         

本
計
画
に
基
づ
き
、
路
線
・
ダ
イ

ヤ
の
見
直
し
や
利
用
意
識
の
向
上
な

ど
の
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 

井
原
市
地
域
公
共
交
通 

総
合
連
携
計
画 

特 集 

～
暮
ら
し
に
身
近
な
生
活
交
通
を
維
持
す
る
た
め
に
～ 

【将来の日常交通に対する不安】
※アンケート調査結果より

とても不安
26.3%

少し不安
46.8%

どちらでも

ない

8.0%

あまり

不安でない

13.7%

全く

不安はない

5.2%

有効回答数：2,795

①
公
共
交
通
を
使
っ
て
、
週
に

２
回
は
自
分
で
買
い
物
や

病
院
に
行
け
る 

②
毎
日
、
公
共
交
通
を
使
っ

て
、
通
学
で
き
る 

③
車
が
運
転
で
き
な
い
人
も
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
市

の
中
心
に
行
け
る 

④
い
つ
ま
で
も
私
た
ち
の
ま

ち
に
、
公
共
交
通
が
走
っ
て

い
る 

幹 線  

支 線  

端末交通  

都市拠点  

主要交通結節点  

交通結節点かつ生活拠点（支所等） 

交通結節点  

その他拠点   

【公共交通体系の将来イメージ】 

井原バスセンター 芳井支所 

美星支所等

井原駅 早雲の里荏原駅

子守唄の里 
高屋駅 

いずえ駅 

井原鉄道


